
　昨年5月に地域おこし協力隊移住定住促進担当として就任し、はや1年が過ぎよ
うとしています。ここまでを振り返ると、上半期は移住定住促進とテレワーク事
業の業務を行い、下半期はテレワーク事業の業務ディレクターとして首都圏大手
企業の顧客を担当し、わずかながらも立科町への経済循環を生み出そうと奔走し
てきました。

　今年度の活動は、町の優先課題を踏まえたうえで、柔軟に動いていきたいと考えますが、協力隊が一人でで
きることは限られています。今年度は協力隊と町、協力隊と観光協会がより連携し、広く捉えた産業振興×移
住定住促進 + 空き家の利活用を推進していきたいと思います。
　具体的には、世帯家族、および就農・事業希望者の移住定住促進と空き家の利活用推進に加え、観光客、企
業合宿の誘致、町内事業者との交流、勉強会など、町内事業者の永続的な事業の継続と発展を応援してまいり
ます。その活動状況は可能な限り、情報発信していく予定です。
　最後に、町民の皆さんへのお願いです。昨年度の移住相談者で、就農を目的とした移住を考えている人もお
り、今後、立科町で農業をやりたいという相談が少しずつ増えていくことを想定しています。皆さんの周りで、
倉庫付空き家情報がございましたら、ぜひ、情報提供をいただけないでしょうか。ご協力よろしくお願いしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：ふるさと交流館（78-5645） 地域おこし協力隊 永田・中平まで
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　皆さんの利便性向上と業務の効率化を図るため、庁舎内各係等の電話に直通電話を導入しています。
代表番号（56-2311）は、引き続きご利用いただけますが、直通電話のご利用にご協力をお願いします。
　なお、夜間・休日等の業務時間外は、これまでどおり、代表番号（56-2311）におかけください。宿日直
担当者が対応します。

立科町役場の直通電話をご利用ください 庶務係

係　等　名 直通電話番号

総務課
財政係 88-8401
税務係 88-8402

企画課
企画情報係 88-8403
地域振興係 88-7315

町民課

住民係 88-8404
高齢者支援係 88-8406

高齢者支援係（地域包括支援センター） 88-8418
保健福祉係 88-8407

産業振興課
農林係 88-8408

観光商工係 88-8412

建設環境課
建設係 88-8409

上下水道係 88-8410
生活環境係 88-8411

　　議会事務局 88-8413
会計室 会計係 88-8414

蓼科出張所（女神湖体育館） 55-6201
教育委員会

こども教育課
学校教育係 88-8415
子育て支援係 88-8405

社会教育課 社会教育人権政策係 88-8416
　　中央公民館 88-8417
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